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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　後縁部を含む翼部を備え、前記後縁部は冷却ガスが通過可能な異なる複数の多孔質部に
よって形成されるガスタービンの翼であって、
前記複数の多孔質部は、前記翼部の内部から前記多孔質部を通じて前記翼部の後縁から前
記冷却ガスが流出するように構成され、
　前記複数の多孔質部は、
　外側多孔質部と、
　前記外側多孔質部によって覆われ、前記外側多孔質部よりも気孔率が大きい内側多孔質
部と
を含み、
　前記後縁部を形成する前記外側多孔質部は、前端から前記後縁部の下流側に向かうにつ
れて厚さが薄くなる領域を含む、
ガスタービンの翼。
【請求項２】
　前記外側多孔質部の厚さは、前記後縁部の上流側において、前記後縁部の下流側に比べ
て大きい、請求項１に記載のガスタービンの翼。
【請求項３】
　前記外側多孔質部は、少なくとも前記翼部の前記後縁部の外壁を構成する、請求項１ま
たは２に記載のガスタービンの翼。
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【請求項４】
　前記翼部は、冷却ガスが供給される内部空間を含む、請求項１から３のいずれか一項に
記載のガスタービンの翼。
【請求項５】
　前記翼部は、前記内部空間と前記内側多孔質部とを流体的に接続するための冷却ガス供
給孔を含む、請求項４に記載のガスタービンの翼。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項に記載のガスタービンの翼を備えることを特徴とするガス
タービン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、ガスタービン用高温部品、ガスタービンの翼及びガスタービンに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ガスタービンは、圧縮機、燃焼器及びタービンを有し、大気を吸い込んで圧縮機で圧縮
し、燃焼器で燃料を燃焼させて高圧高温の燃焼ガスを生成し、タービンを回転させる。そ
して、ガスタービンのタービンの出力により、電気や推力を生成可能である。
　燃焼器、タービンの静翼、動翼、及び、分割環といったガスタービン用高温部品は、高
温の燃焼ガスに曝されるため、冷却空気によって冷却される。
　例えば、特許文献１が開示するガスタービンに適用可能な部品は、冷却空気供給孔が形
成された基板と、基板上に形成された多孔質層とを有する。多孔質層は、燃焼ガスが流れ
るガスパス側に配置されるが、冷却空気供給孔を通じて供給された冷却空気が多孔質層の
内部を流動することによって冷却される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】米国特許第９００３６５７号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ガスタービン用高温部品では、冷却空気は、内側の圧力と外側の圧力（ガスパス静圧）
との差の平方根に大凡比例して流れる。
　ここで、ガスタービン用高温部品の外側（ガスパス側）には圧力分布が有る。このため
、特許文献１が開示するように、冷却空気供給孔の分布や、多孔質層の厚さ及び気孔率が
一定であれば、ガスパス静圧が高い領域で冷却空気の流量が少なく、ガスパス静圧が低い
領域で冷却空気の流量が多くなる。このため、多孔質層において冷却空気の流量に不所望
の分布が生じてしまう。具体的には、部品が動翼や静翼の場合、腹面側と背面側とを比較
すると、腹面側のガスパス静圧が背面側のガスパス静圧よりも高く、腹面側で冷却空気の
流量が少なくなり、腹面側が背面側よりも過熱され易い。また、部品が動翼や静翼の場合
、前縁側と後縁側とを比較すると、後縁側のガスパス静圧が前縁側のガスパス静圧よりも
低く、後縁側で冷却空気の流量が多くなる。これにより、後縁側から必要以上に冷却空気
が流れ、ガスタービンの性能低下を招く虞がある。
　また、ガスタービン用高温部品に作用する熱負荷には分布がある。例えば、燃焼ガスの
流れ方向にて上流側の方が、下流側よりも熱負荷が大きい。この熱負荷の分布によっても
、部品が局所的に過熱される虞がある。また、熱負荷の大きさによっては、多孔質層を配
置する必要がなかったり、冷却空気による冷却が必要でない場合もある。
【０００５】
　一方、ガスタービンの翼の後縁部には、翼の内部を冷却した冷却ガスを翼の後縁から流
出させるために、冷却ガスの排出流路が設けられている。このような冷却ガスの排出流路
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を翼の後縁部に設けるために、翼の後縁部の厚さを厚くする必要があり、翼形状の設計の
自由度が低下しているという問題があった。
【０００６】
　上述した事情に鑑みて、本発明の少なくとも一実施形態の目的は、局所的な過熱や、冷
却ガスの局所的な流量過剰によるガスタービンの性能低下が防止されるガスタービン用高
温部品、及び、ガスタービンを提供することにある。
　また、上述した事情に鑑みて、本発明の少なくとも一実施形態の目的は、翼の後縁部の
厚さにかかわらずに、翼の内部を冷却した冷却ガスを翼の後縁から流出させることが可能
なガスタービンの翼、及び、ガスタービンを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
（１）本発明の少なくとも一実施形態に係るガスタービン用高温部品は、
　本体部と、
　前記本体部の少なくとも一部として、又は、前記本体部の少なくとも一部の上に設けら
れ、冷却ガスが通過可能な多孔質部と、を備え、
　前記本体部又は前記多孔質部に作用する熱負荷及び圧力差の分布のうち一方又は両方に
応じて、前記多孔質部の配置又は前記多孔質部における前記冷却ガスの通過流量に分布を
もたせるように構成されている。
【０００８】
　上記構成（１）によれば、本体部又は多孔質部に作用する熱負荷及び圧力差の分布のう
ち一方又は両方に応じて、多孔質部の配置又は多孔質部における冷却ガスの通過流量に分
布をもたせるように構成されているので、本体部や多孔質部が局所的に過熱されたり、冷
却ガスの通過流量が局所的に過剰になることが防止される。
【０００９】
（２）幾つかの実施形態では、上記構成（１）において、
　前記多孔質部は、前記本体部の少なくとも一部の上に設けられ、
　前記本体部には、前記多孔質部に前記冷却ガスを供給するための複数の冷却ガス供給孔
が設けられ、
　前記多孔質部に作用する熱負荷及び圧力差の分布のうち一方又は両方に応じて、前記複
数の冷却ガス供給孔の分布が決定されている。
【００１０】
　上記構成（２）によれば、多孔質部に作用する熱負荷及び圧力差の分布のうち一方又は
両方に応じて、冷却ガス供給孔の分布が決定されているので、簡単な構成にて、多孔質部
が局所的に過熱されたり、冷却ガスの通過流量が局所的に過剰になることが防止される。
【００１１】
（３）幾つかの実施形態では、上記構成（１）又は（２）において、
　前記多孔質部は、前記本体部の少なくとも一部の上に設けられ、
　前記本体部には、前記多孔質部に前記冷却ガスを供給するための複数の冷却ガス供給孔
が設けられ、
　前記多孔質部に作用する熱負荷及び圧力差の分布のうち一方又は両方に応じて、前記複
数の冷却ガス供給孔の各々の断面積が決定されている。
【００１２】
　上記構成（３）によれば、多孔質部に作用する熱負荷及び圧力差の分布のうち一方又は
両方に応じて、複数の冷却ガス供給孔の各々の断面積が決定されているので、簡単な構成
にて、多孔質部が局所的に過熱されたり、冷却ガスの通過流量が局所的に過剰になること
が防止される。
【００１３】
（４）幾つかの実施形態では、上記構成（１）乃至（３）の何れか一つにおいて、
　前記本体部には、前記複数の冷却ガス供給孔のうち少なくとも１つと前記多孔質部との
間に、前記冷却ガス供給孔よりも断面積が大きい空洞が設けられている。
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【００１４】
　上記構成（４）によれば、冷却ガス供給孔よりも大きな断面積を有する空洞が冷却ガス
供給孔と多孔質部との間に設けられているので、多孔質部の広い領域に冷却ガスを供給す
ることができる。この結果として、多孔質部が局所的に過熱されたり、冷却ガスの通過流
量が局所的に過剰になることが防止される。
【００１５】
（５）幾つかの実施形態では、上記構成（１）乃至（４）の何れか一つにおいて、
　前記多孔質部の気孔率は、前記多孔質部に作用する熱負荷及び圧力差の分布のうち一方
又は両方に応じて、分布を有する。
【００１６】
　上記構成（５）によれば、多孔質部の気孔率は、多孔質部に作用する熱負荷及び圧力差
の分布のうち一方又は両方に応じて、分布を有するので、多孔質部が局所的に過熱された
り、冷却ガスの通過流量が局所的に過剰になることが防止される。
【００１７】
（６）幾つかの実施形態では、上記構成（１）乃至（５）の何れか一つにおいて、
　前記多孔質部の厚さは、前記多孔質部に作用する熱負荷及び圧力差の分布のうち一方又
は両方に応じて、分布を有する。
【００１８】
　上記構成（６）によれば、多孔質部の厚さは、多孔質部に作用する熱負荷及び圧力差の
分布のうち一方又は両方に応じて、分布を有するので、多孔質部が局所的に過熱されたり
、冷却ガスの通過流量が局所的に過剰になることが防止される。
【００１９】
（７）幾つかの実施形態では、上記構成（１）乃至（６）の何れか一つにおいて、
　前記本体部又は前記多孔質部は、動翼、静翼、分割環及び燃焼器のうち何れか一つの少
なくとも一部を構成している。
【００２０】
　上記構成（７）によれば、ガスタービン用高温部品としての動翼、静翼、分割環又は燃
焼器において、多孔質部が局所的に過熱されたり、冷却ガスの通過流量が局所的に過剰に
なることが防止される。
【００２１】
　（８）本発明の少なくとも一実施形態に係るガスタービンの翼は、
　翼部の少なくとも後縁部を構成し、冷却ガスが通過可能な多孔質部を備え、
　前記多孔質部は、前記翼部の内部から前記多孔質部を通じて前記翼部の後縁から前記冷
却ガスが流出するように、気孔率の分布を有する。
【００２２】
　上記構成（８）によれば、翼部の後縁部を多孔質部によって構成し、多孔質部を通じて
冷却ガスを流すことで、翼部の後縁部が薄肉であっても、翼部の後縁から冷却ガスを排出
することができる。この際、翼部の後縁から冷却ガスが流出するように多孔質部の気孔率
に分布をもたせることで、冷却ガスが翼部の後縁に到達する前に後縁部の背面側や腹面側
から冷却ガスが全て流出することを防止することができ、後縁から冷却ガスを排出するこ
とができる。
　（９）本発明の少なくとも一実施形態に係るガスタービンは、
　上記構成（１）乃至（７）の何れか一つに記載のガスタービン用高温部品を備える。
【００２３】
　上記構成（９）によれば、ガスタービン高温用部品において、多孔質部が局所的に過熱
されたり、冷却ガスの通過流量が局所的に過剰になることが防止されるので、ガスタービ
ンをより高温で運転可能である。これにより、より高効率のガスタービンを実現可能であ
る。
　（１０）本発明の少なくとも一実施形態に係るガスタービンは、
　上記構成（８）に記載のガスタービンの翼を備える。
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【００２４】
　上記構成（１０）によれば、後縁部の後縁から冷却ガスを排出可能であり、ガスタービ
ンの翼の設計の自由度が向上する。この結果として、高効率の形状を有するガスタービン
の翼を実現可能であり、もって、高効率のガスタービンを実現可能である。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明の少なくとも一実施形態によれば、局所的な過熱や、冷却ガスの局所的な流量過
剰によるガスタービンの性能低下が防止されるガスタービン用高温部品、及び、ガスター
ビンが提供される。
　本発明の少なくとも一実施形態によれば、翼の後縁部の厚さにかかわらずに、翼の内部
を冷却した冷却ガスを翼の後縁から流出させることが可能なガスタービンの翼、及び、ガ
スタービンが提供される。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の一実施形態に係るガスタービン用高温部品が適用されたガスタービンの
構成を概略的に示す図である。
【図２】本発明の一実施形態に係るガスタービン用高温部品として、タービンに適用可能
な１つの静翼１１を概略的に示す斜視図である。
【図３】本発明の一実施形態に係るガスタービン用高温部品として、タービンに適用可能
な１つの動翼を概略的に示す斜視図である。
【図４】本発明の一実施形態に係るガスタービン用高温部品として、タービンに適用可能
な１つの分割環を概略的に示す斜視図である。
【図５】本発明の一実施形態に係る分割環を概略的に示す縦断面図である。
【図６】本発明の一実施形態に係る分割環を概略的に示す縦断面図である。
【図７】本発明の一実施形態に係る分割環を概略的に示す縦断面図である。
【図８】本発明の一実施形態に係る分割環を説明するための図であり、（ａ）は分割環を
概略的に示す縦断面図であり、（ｂ）は、分割環における多孔質部の気孔率の分布を概略
的に示すグラフである。
【図９】本発明の一実施形態に係る分割環を概略的に示す縦断面図である。
【図１０】本発明の一実施形態に係る分割環を概略的に示す縦断面図である。
【図１１】本発明の一実施形態に係る分割環を概略的に示す縦断面図である。
【図１２】本発明の一実施形態に係る分割環を説明するための図であり、（ａ）は分割環
を概略的に示す縦断面図であり、（ｂ）は、分割環における気孔率の分布を概略的に示す
グラフである。
【図１３】本発明の一実施形態に係る分割環を概略的に示す縦断面図である。
【図１４】本発明の一実施形態に係る分割環を概略的に示す縦断面図である。
【図１５】本発明の一実施形態に係る動翼を説明するための図であり、（ａ）は翼部の概
略的な横断面図であり、（ｂ）は、燃焼ガスの流れ方向における、翼部の腹面外側の静圧
の分布、翼部の背面外側の静圧の分布、及び、翼部の内側の静圧の分布を概略的に示すグ
ラフであり、（ｃ）は、燃焼ガスの流れ方向における、腹面側の多孔質部における気孔率
の分布、及び、背面側の多孔質部における気孔率の分布を概略的に示すグラフである。
【図１６】本発明の一実施形態に係る動翼を説明するための図であり、（ａ）は翼部の概
略的な横断面図であり、（ｂ）は、燃焼ガスの流れ方向における、翼部の腹面外側の熱負
荷の分布、及び、翼部の背面外側の熱負荷の分布を概略的に示すグラフであり、（ｃ）は
、燃焼ガスの流れ方向における、腹面側の多孔質部における気孔率の分布、及び、背面側
の多孔質部における気孔率の分布を概略的に示すグラフである。
【図１７】本発明の一実施形態に係る動翼を概略的に示す横断面図である。
【図１８】本発明の一実施形態に係る静翼の翼部の一部を概略的に示す部分斜視図である
。
【図１９】本発明の一実施形態に係るガスタービン用高温部品に適用される多孔質部の製
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造方法の手順を概略的に示すフローチャートである。
【図２０】スラリ付与工程の一例を説明するための概略的な斜視図である。
【図２１】スラリ付与工程の一例を説明するための概略的な平面図である。
【図２２】集合体用意工程で用意された複数の織物を示す概略的な斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下、添付図面を参照して本発明の幾つかの実施形態について説明する。ただし、実施
形態として記載されている又は図面に示されている構成部品の寸法、材質、形状、その相
対的配置等は、本発明の範囲をこれに限定する趣旨ではなく、単なる説明例にすぎない。
　例えば、「ある方向に」、「ある方向に沿って」、「平行」、「直交」、「中心」、「
同心」或いは「同軸」等の相対的或いは絶対的な配置を表す表現は、厳密にそのような配
置を表すのみならず、公差、若しくは、同じ機能が得られる程度の角度や距離をもって相
対的に変位している状態も表すものとする。
　例えば、「同一」、「等しい」及び「均質」等の物事が等しい状態であることを表す表
現は、厳密に等しい状態を表すのみならず、公差、若しくは、同じ機能が得られる程度の
差が存在している状態も表すものとする。
　例えば、四角形状や円筒形状等の形状を表す表現は、幾何学的に厳密な意味での四角形
状や円筒形状等の形状を表すのみならず、同じ効果が得られる範囲で、凹凸部や面取り部
等を含む形状も表すものとする。
　一方、一の構成要素を「備える」、「具える」、「具備する」、「含む」、又は、「有
する」という表現は、他の構成要素の存在を除外する排他的な表現ではない。
【００２８】
　図１は、本発明の一実施形態に係るガスタービン用高温部品が適用されたガスタービン
１の構成を概略的に示す図である。
　図１に示したように、ガスタービン１は、圧縮機（圧縮部）３と、燃焼器（燃焼部）５
と、タービン（タービン部）７とを備えている。圧縮機３は、大気を吸い込んで圧縮し、
圧縮空気を生成する。燃焼器５には、燃料とともに圧縮機３から圧縮空気が供給され、燃
焼器５は、燃料を燃焼させることにより高温高圧の燃焼ガスを生成する。タービン７は、
燃焼ガスを利用して回転軸９を回転させる。回転軸９は、圧縮機３に接続されるとともに
、例えば発電機（不図示）に接続され、回転軸９が出力したトルクによって圧縮機３が駆
動されるとともに発電機が発電する。
【００２９】
　図２は、本発明の一実施形態に係るガスタービン用高温部品１０として、タービン７に
適用可能な１つの静翼１１を概略的に示す斜視図である。複数の静翼１１は、回転軸９の
周方向に配列された状態で、タービン７のハウジング（車室）１２に対し固定される。静
翼１１は、翼部１３と、翼部１３の両側に配置されるプラットホーム１５，１７を有し、
プラットホーム１５，１７間に燃焼ガスの流路（ガスパス）が規定される。従って、ガス
パスに面するプラットホーム１５，１７の表面及び翼部１３の表面が燃焼ガスに曝される
。
【００３０】
　図３は、本発明の一実施形態に係るガスタービン用高温部品１０として、タービン７に
適用可能な１つの動翼１９を概略的に示す斜視図である。複数の動翼１９は、回転軸９の
周方向に配列された状態で回転軸９に対して固定される。動翼１９は、翼部２１と、翼部
２１の片側に配置されるプラットホーム２３と、プラットホーム２３から翼部２１とは反
対側に突出する翼根部２５とを有する。翼根部２５が回転軸９に埋設されることにより、
動翼１９が回転軸９に固定される。プラットホーム２３は、回転軸９を覆うように配置さ
れ、プラットホーム２３の翼部２１側の表面がガスパスを規定する。従って、ガスパスに
面するプラットホーム２３の表面及び翼部２１の表面が燃焼ガスに曝される。燃焼ガスは
、複数の動翼１９の翼部２１に衝突し、回転軸９を回転させる。
【００３１】
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　図４は、本発明の一実施形態に係るガスタービン用高温部品１０として、タービン７に
適用可能な１つの分割環２７を概略的に示す斜視図である。複数の分割環２７は、回転軸
９の周方向に配列された状態で、タービン７のハウジング１２に対し固定される。分割環
２７は、回転軸９の径方向にて動翼１９の外側に配置され、周方向に配列された複数の分
割環２７は、周方向に配列された複数の動翼１９を囲む。分割環２７は、動翼１９を囲む
囲繞壁を構成する壁部２９と、壁部２９をハウジング１２に固定するための係合部３１，
３３とを有する。動翼１９側の壁部２９の表面（凹曲面）がガスパスを規定し、ガスパス
に面する壁部２９の表面が燃焼ガスに曝される。
【００３２】
　図５は、本発明の一実施形態に係る分割環２７（２７ａ）を概略的に示す縦断面図であ
る。図６は、本発明の一実施形態に係る分割環２７（２７ｂ）を概略的に示す縦断面図で
ある。図７は、本発明の一実施形態に係る分割環２７（２７ｃ）を概略的に示す縦断面図
である。図８は、本発明の一実施形態に係る分割環２７（２７ｄ）を説明するための図で
あり、（ａ）は分割環２７（２７ｄ）を概略的に示す縦断面図であり、（ｂ）は、分割環
２７（２７ｄ）における多孔質部の気孔率の分布を概略的に示すグラフである。図９は、
本発明の一実施形態に係る分割環２７（２７ｅ）を概略的に示す縦断面図である。図１０
は、本発明の一実施形態に係る分割環２７（２７ｆ）を概略的に示す縦断面図である。図
１１は、本発明の一実施形態に係る分割環２７（２７ｇ）を概略的に示す縦断面図である
。図１２は、本発明の一実施形態に係る分割環２７（２７ｈ）を説明するための図であり
、（ａ）は分割環２７（２７ｈ）を概略的に示す縦断面図であり、（ｂ）は、分割環２７
（２７ｈ）における気孔率の分布を概略的に示すグラフである。図１３は、本発明の一実
施形態に係る分割環２７（２７ｉ）を概略的に示す縦断面図である。図１４は、本発明の
一実施形態に係る分割環２７（２７ｊ）を概略的に示す縦断面図である。
【００３３】
　図１５は、本発明の一実施形態に係る動翼１９（１９ａ）を説明するための図であり、
（ａ）は翼部２１の概略的な横断面図であり、（ｂ）は、燃焼ガスの流れ方向における、
翼部２１の腹面外側の静圧の分布、翼部２１の背面外側の静圧の分布、及び、翼部２１の
内側の静圧の分布を概略的に示すグラフであり、（ｃ）は、燃焼ガスの流れ方向における
、腹面側の多孔質部における気孔率の分布、及び、背面側の多孔質部における気孔率の分
布を概略的に示すグラフである。
　図１６は、本発明の一実施形態に係る動翼１９（１９ｂ）を説明するための図であり、
（ａ）は翼部２１の概略的な横断面図であり、（ｂ）は、燃焼ガスの流れ方向における、
翼部２１の腹面外側の熱負荷の分布、及び、翼部２１の背面外側の熱負荷の分布を概略的
に示すグラフであり、（ｃ）は、燃焼ガスの流れ方向における、腹面側の多孔質部におけ
る気孔率の分布、及び、背面側の多孔質部における気孔率の分布を概略的に示すグラフで
ある。
　図１７は、本発明の一実施形態に係る動翼１９（１９ｃ）を概略的に示す横断面図であ
る。
　図１８は、本発明の一実施形態に係る静翼１１の翼部１３の一部を概略的に示す部分斜
視図である。
【００３４】
　本発明の少なくとも一実施形態に係るガスタービン用高温部品１０は、図５～図１８に
示したように、本体部４０と、多孔質部４２とを有する。
　本体部４０は、ガスタービン用高温部品１０を形作る基本的な骨格を構成しており、例
えば、Ｎｉ基合金等の耐熱性金属や、セラミックス基複合材（ＣＭＣ：Ｃｅｒａｍｉｃ　
Ｍａｔｒｉｘ　Ｃｏｍｐｏｓｉｔｅｓ）等によって構成される。ＣＭＣは、例えばＳｉＣ
やＡｌ２Ｏ３等のセラミックス繊維と、セラミックス繊維を覆う例えばＳｉＣやＡｌ２Ｏ

３等のセラミックスマトリックスとによって構成される。なお、セラミックス繊維とセラ
ミックスマトリックスとの間には、例えばＢＮ等の中間層が設けられる。
【００３５】
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　多孔質部４２は、本体部４０の少なくとも一部として、又は、本体部４０の少なくとも
一部の上に設けられている。例えば、多孔質部４２が本体部４０の少なくとも一部として
設けられる場合、多孔質部４２は、ガスタービン用高温部品１０の壁の一部を構成する。
また例えば、多孔質部４２が本体部４０の少なくとも一部の上に設けられる場合、多孔質
部４２は、ガスタービン用高温部品１０の外面を覆う被覆層を構成する。
　多孔質部４２は微小な気孔（不図示）を有しており、冷却ガスが、気孔を通じて多孔質
部４２を通過可能である。つまり、多孔質部４２は微細冷却構造を有している。冷却ガス
は例えば空気である。多孔質部４２は、例えば、ＮｉＡｌ等の発泡金属（多孔質金属）、
多孔質性のイットリウム安定化ジルコニア等のセラミックス、又は、多孔質性のＣＭＣ等
によって構成されている。多孔質部４２は、例えば、３Ｄプリンタによって作製されたも
のであってもよい。
　そして、ガスタービン用高温部品１０は、本体部４０又は多孔質部４２に作用する熱負
荷及び圧力差の分布のうち一方又は両方に応じて、多孔質部４２の配置又は多孔質部４２
における冷却ガスの通過流量に分布をもたせるように構成されている。
【００３６】
　多孔質部４２の少なくとも一部は、ガスタービン用高温部品１０において、燃焼ガスが
流れるガスパス側に配置される。ガスタービン用高温部品１０は、多孔質部４２によって
ガスパスと分離された内部空間４４を有し、内部空間４４には、ガスパスを流れる燃焼ガ
スよりも高圧の冷却ガスが供給される。多孔質部４２は、内部空間４４を区画する本体部
４０が冷却されることによる内面冷却若しくはインピンジメント冷却、又は、内部空間４
４における冷却ガスの静圧とガスパスにおける燃焼ガスの静圧の圧力差に応じて、冷却ガ
スが多孔質部４２を通過するトランスピレーション冷却若しくはマイクロチャネル冷却に
よって、冷却される。
　ここで、ガスタービン用高温部品１０、即ち本体部４０又は多孔質部４２に作用する熱
負荷や圧力差は一様に作用するのではなく、分布を有する。
　そこで、上記構成では、ガスタービン用高温部品１０が、本体部４０又は多孔質部４２
に作用する熱負荷及び圧力差の分布のうち一方又は両方に応じて、多孔質部４２の配置又
は多孔質部４２における冷却ガスの通過流量に分布をもたせるように構成されているので
、本体部４０や多孔質部４２が局所的に過熱されたり、冷却ガスの通過流量が局所的に過
剰になることが防止される。
【００３７】
　幾つかの実施形態では、図５～図１１及び図１３～１８に示したように、多孔質部４２
は、本体部４０の少なくとも一部の上に設けられている。つまり、多孔質部４２は、本体
部４０の少なくとも一部を覆うように層状に形成され、断熱膜を構成している。
　本体部４０には、多孔質部４２に冷却ガスを供給するための複数の冷却ガス供給孔４６
が設けられている。冷却ガス供給孔４６は、内部空間４４と多孔質部４２とを流体的に接
続している。
　そして、ガスタービン用高温部品１０では、図５、図６及び図１４に示したように、多
孔質部４２に作用する熱負荷及び圧力差の分布のうち一方又は両方に応じて、複数の冷却
ガス供給孔４６の分布が決定されている。
【００３８】
　上記構成によれば、多孔質部４２に作用する熱負荷及び圧力差の分布のうち一方又は両
方に応じて、冷却ガス供給孔４６の分布が決定されているので、簡単な構成にて、多孔質
部４２が局所的に過熱されたり、冷却ガスの通過流量が局所的に過剰になることが防止さ
れる。
【００３９】
　例えば、燃焼ガスの流れ方向にて上流側ほど、多孔質部４２に作用する熱負荷が高くな
る。そこで、燃焼ガスの流れ方向にて上流側ほど、冷却ガス供給孔４６の数が多くなるよ
うに（冷却ガス供給孔４６の密度が高くなるように）、冷却ガス供給孔４６が形成される
。
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　また例えば、燃焼ガスの流れ方向にて上流側ほど、多孔質部４２に作用する圧力差が小
さくなる。そこで、燃焼ガスの流れ方向にて上流側ほど、冷却ガス供給孔４６の数が多く
なるように、冷却ガス供給孔４６が形成される。
　更に例えば、ガスタービン用高温部品１０が静翼１１や動翼１９といった翼の場合、翼
部１３，２１の背面側及び腹面側の各々で、図１５（ｂ）に示したように、ガスパスの静
圧に分布があり、圧力差に分布がある。具体的には、腹面側の圧力差は、腹面側では流れ
方向にて中間部で最も小さくなり、背面側では流れ方向中間部で最も大きくなる。そこで
、このような圧力差の分布に応じて、翼部１３，２１の背面側及び腹面側の各々で、圧力
差が小さくなるほど冷却ガス供給孔４６の数が多くなるように、冷却ガス供給孔４６の数
を決定してもよい。
【００４０】
　また更に、例えば、ガスタービン用高温部品１０が静翼１１や動翼１９といった翼の場
合、翼部１３，２１の背面側及び腹面側の各々で、図１６（ｂ）に示したように、熱負荷
に分布がある。具体的には、腹面側の熱負荷は、流れ方向にて前縁で最も高く、前縁の直
下流の部分で最小となり、それよりも下流の部分で徐々に上昇し、更にそれよりも下流の
部分では後縁まで徐々に減少する。背面側の熱負荷は、流れ方向にて前縁で最も高く、前
縁の直下流の部分で最小となり、それよりも下流の部分では後縁まで徐々に増加する。そ
こで、このような熱負荷の分布に応じて、翼部１３，２１の背面側及び腹面側の各々で、
熱負荷が大きくなるほど冷却ガス供給孔４６の数が多くなるように、冷却ガス供給孔４６
の数を決定してもよい。
　なお、熱負荷が低い多孔質部４２の領域が存在する場合、図６に示したように、当該領
域に冷却ガスを供給するための冷却ガス供給孔４６を設けなくてもよい。換言すれば、熱
負荷が高い多孔質部４２の領域にのみ冷却ガスを供給するように、冷却ガス供給孔４６を
設けてもよい。具体的には、燃焼ガスの流れ方向にて上流側にのみ冷却ガス供給孔４６を
設けてもよい。
　また、内面冷却やインピンジメント冷却による冷却のみで十分である場合、即ちガスタ
ービン用高温部品１０を内側から冷却するのみで、本体部４０や多孔質部４２の温度を許
容温度以下に保つことができる場合には、冷却ガス供給孔４６を省略してもよい。
【００４１】
　幾つかの実施形態では、図７に示したように、多孔質部４２は、本体部４０の少なくと
も一部の上に設けられている。つまり、多孔質部４２は、本体部４０の少なくとも一部を
覆うように層状に形成され、断熱膜を構成している。
　本体部４０には、多孔質部４２に冷却ガスを供給するための複数の冷却ガス供給孔４６
が設けられている。冷却ガス供給孔４６は、内部空間４４と多孔質部４２とを流体的に接
続している。
　そして、ガスタービン用高温部品１０では、図７に示したように、多孔質部４２に作用
する熱負荷及び圧力差の分布のうち一方又は両方に応じて、複数の冷却ガス供給孔４６の
各々の断面積（流路面積）、換言すれば等価直径が決定されている。
【００４２】
　上記構成によれば、多孔質部４２に作用する熱負荷及び圧力差の分布のうち一方又は両
方に応じて、複数の冷却ガス供給孔４６の各々の断面積が決定されているので、簡単な構
成にて、多孔質部４２が局所的に過熱されたり、冷却ガスの通過流量が局所的に過剰にな
ることが防止される。
　例えば、燃焼ガスの流れ方向にて上流側ほど、多孔質部４２に作用する熱負荷が高くな
る。そこで、燃焼ガスの流れ方向にて上流側ほど、冷却ガス供給孔４６の断面積が大きく
なるように、冷却ガス供給孔４６が形成される。
　また例えば、燃焼ガスの流れ方向にて上流側ほど、多孔質部４２に作用する圧力差が小
さくなる。そこで、燃焼ガスの流れ方向にて上流側ほど、冷却ガス供給孔４６の断面積が
大きくなるように、冷却ガス供給孔４６が形成される。
　更に例えば、ガスタービン用高温部品１０が静翼１１や動翼１９といった翼の場合、翼
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部１３，２１の背面側及び腹面側の各々で、図１５（ｂ）に示したように、ガスパスの静
圧に分布があり、圧力差に分布がある。具体的には、腹面側の圧力差は、腹面側では流れ
方向にて中間部で最も小さくなり、背面側では流れ方向中間部で最も大きくなる。そこで
、このような圧力差の分布に応じて、翼部１３，２１の背面側及び腹面側の各々で、圧力
差が小さくなるほど冷却ガス供給孔４６の断面積が大きくなるように、冷却ガス供給孔４
６の断面積を決定してもよい。
【００４３】
　また更に、例えば、ガスタービン用高温部品１０が静翼１１や動翼１９といった翼の場
合、翼部１３，２１の背面側及び腹面側の各々で、図１６（ｂ）に示したように、熱負荷
に分布がある。具体的には、腹面側の熱負荷は、流れ方向にて前縁で最も高く、前縁の直
下流の部分で最小となり、それよりも下流の部分で徐々に上昇し、更にそれよりも下流の
部分では後縁まで徐々に減少する。背面側の熱負荷は、流れ方向にて前縁で最も高く、前
縁の直下流の部分で最小となり、それよりも下流の部分では後縁まで徐々に増加する。そ
こで、このような熱負荷の分布に応じて、翼部１３，２１の背面側及び腹面側の各々で、
熱負荷が大きくなるほど冷却ガス供給孔４６の断面積が大きくなるように、冷却ガス供給
孔４６の断面積を決定してもよい。
【００４４】
　幾つかの実施形態では、図１１及び図１３に示したように、本体部４０には、複数の冷
却ガス供給孔４６のうち少なくとも１つと多孔質部４２との間に、冷却ガス供給孔４６よ
りも断面積が大きい空洞４８が設けられている。空洞４８は多孔質部４２に隣接している
。
　上記構成によれば、冷却ガス供給孔４６よりも大きな断面積を有する空洞４８が冷却ガ
ス供給孔４６と多孔質部４２との間に設けられているので、多孔質部４２の広い領域に冷
却ガスを供給することができる。この結果として、多孔質部４２が局所的に過熱されたり
、冷却ガスの通過流量が局所的に過剰になることが防止される。
【００４５】
　空洞４８は、例えば、冷却ガス供給孔４６と同軸の円柱形状や角柱形状を有している。
或いは、空洞４８は、多孔質部４２に沿って延在する溝形状若しくはチャネル形状を有し
ていてもよい。
　幾つかの実施形態では、空洞４８の断面積が可及的に大きくなるように、空洞４８が形
成される。
　幾つかの実施形態では、隣り合う空洞４８を隔てる壁が可及的に薄くなるように空洞４
８が形成される。
【００４６】
　幾つかの実施形態では、図１０に示したように、多孔質部４２は、本体部４０に作用す
る熱負荷及び圧力差の分布のうち一方又は両方に応じて配置されている。
　上記構成によれば、本体部４０に作用する熱負荷及び圧力差の分布のうち一方又は両方
に応じて多孔質部４２が配置されているので、ガスタービン用高温部品１０に占める多孔
質部４２の比率を小さくしながら、本体部４０を熱から保護することができる。
　例えば、多孔質部４２は、図１０に示したように、燃焼ガスの流れ方向にて上流側にの
み設けられる。
【００４７】
　幾つかの実施形態では、図８、図１１、図１２、図１３、図１５及び図１６に示したよ
うに、多孔質部４２の気孔率は、多孔質部４２に作用する熱負荷及び圧力差の分布のうち
一方又は両方に応じて、分布を有する。
　上記構成によれば、多孔質部４２の気孔率は、多孔質部４２に作用する熱負荷及び圧力
差の分布のうち一方又は両方に応じて、分布を有するので、多孔質部４２が局所的に過熱
されたり、冷却ガスの通過流量が局所的に過剰になることが防止される。
　例えば、燃焼ガスの流れ方向にて上流側ほど、多孔質部４２に作用する熱負荷が高くな
る。そこで、燃焼ガスの流れ方向にて上流側ほど、多孔質部４２の気孔率が大きくなるよ
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うに、例えば段階的に大きくなるように、多孔質部４２（４２ａ～４２ｅ）が形成される
。
　また例えば、燃焼ガスの流れ方向にて上流側ほど、多孔質部４２に作用する圧力差が小
さくなる。そこで、燃焼ガスの流れ方向にて上流側ほど、多孔質部４２の気孔率が大きく
なるように、例えば段階的に大きくなるように、多孔質部４２（４２ａ～４２ｅ）が形成
される。
　更に例えば、ガスタービン用高温部品１０が静翼１１や動翼１９といった翼の場合、翼
部１３，２１の背面側及び腹面側の各々で、図１５（ｂ）に示したように、ガスパスの静
圧に分布があり、圧力差に分布がある。具体的には、腹面側の圧力差は、腹面側では流れ
方向にて中間部で最も小さくなり、背面側では流れ方向中間部で最も大きくなる。そこで
、このような圧力差の分布に応じて、図１５（ｃ）に示したように、翼部１３，２１の背
面側及び腹面側の各々で、圧力差が小さくなるほど多孔質部４２の気孔率が大きくなるよ
うに、例えば段階的に大きくなるように、多孔質部４２の気孔率の分布を決定してもよい
。
【００４８】
　また更に、例えば、ガスタービン用高温部品１０が静翼１１や動翼１９といった翼の場
合、翼部１３，２１の背面側及び腹面側の各々で、図１６（ｂ）に示したように、熱負荷
に分布がある。具体的には、腹面側の熱負荷は、流れ方向にて前縁で最も高く、前縁の直
下流の部分で最小となり、それよりも下流の部分で徐々に上昇し、更にそれよりも下流の
部分では後縁まで徐々に減少する。背面側の熱負荷は、流れ方向にて前縁で最も高く、前
縁の直下流の部分で最小となり、それよりも下流の部分では後縁まで徐々に増加する。そ
こで、このような熱負荷の分布に応じて、図１６（ｃ）に示したように、翼部１３，２１
の背面側及び腹面側の各々で、熱負荷が大きくなるほど多孔質部４２の気孔率が大きくな
るように、例えば段階的に大きくなるように、多孔質部４２の気孔率の分布を決定しても
よい。
【００４９】
　幾つかの実施形態では、図９及び図１７に示したように、多孔質部４２の厚さは、多孔
質部４２に作用する熱負荷及び圧力差の分布のうち一方又は両方に応じて、分布を有する
。
　上記構成によれば、多孔質部４２の厚さは、多孔質部４２に作用する熱負荷及び圧力差
の分布のうち一方又は両方に応じて、分布を有するので、多孔質部４２が局所的に過熱さ
れたり、冷却ガスの通過流量が局所的に過剰になることが防止される。
　例えば、燃焼ガスの流れ方向にて上流側ほど、多孔質部４２に作用する熱負荷が高くな
る。そこで、燃焼ガスの流れ方向にて上流側ほど、多孔質部４２の厚さが薄くなるように
、例えば段階的に薄くなるように、多孔質部４２が形成される。
　また例えば、燃焼ガスの流れ方向にて上流側ほど、多孔質部４２に作用する圧力差が小
さくなる。そこで、燃焼ガスの流れ方向にて上流側ほど、多孔質部４２の厚さが薄くなる
ように、例えば段階的に薄くなるように、多孔質部４２が形成される。
　更に例えば、ガスタービン用高温部品１０が静翼１１や動翼１９といった翼の場合、翼
部１３，２１の背面側及び腹面側の各々で、図１５（ｂ）に示したように、ガスパスの静
圧に分布があり、圧力差に分布がある。具体的には、腹面側の圧力差は、腹面側では流れ
方向にて中間部で最も小さくなり、背面側では流れ方向中間部で最も大きくなる。そこで
、このような圧力差の分布に応じて、翼部１３，２１の背面側及び腹面側の各々で、圧力
差が小さくなるほど多孔質部４２の厚さが薄くなるように、例えば段階的に薄くなるよう
に、多孔質部４２の厚さの分布を決定してもよい。
【００５０】
　また更に、例えば、ガスタービン用高温部品１０が静翼１１や動翼１９といった翼の場
合、翼部１３，２１の背面側及び腹面側の各々で、図１６（ｂ）に示したように、熱負荷
に分布がある。具体的には、腹面側の熱負荷は、流れ方向にて前縁で最も高く、前縁の直
下流の部分で最小となり、それよりも下流の部分で徐々に上昇し、更にそれよりも下流の
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部分では後縁まで徐々に減少する。背面側の熱負荷は、流れ方向にて前縁で最も高く、前
縁の直下流の部分で最小となり、それよりも下流の部分では後縁まで徐々に増加する。そ
こで、このような熱負荷の分布に応じて、翼部１３，２１の背面側及び腹面側の各々で、
熱負荷が大きくなるほど多孔質部４２の厚さが薄くなるように、例えば段階的に薄くなる
ように、多孔質部４２の厚さの分布を決定してもよい。
【００５１】
　幾つかの実施形態では、図１２に示したように、多孔質部４２がガスタービン用高温部
品１０の本体部４０全体を構成していてもよい。
【００５２】
　幾つかの実施形態では、図１３に示したように、多孔質部４２上には遮熱層（ＴＢＣ：
Ｔｈｅｒｍａｌ　Ｂａｒｒｉｅｒ　Ｃｏａｔｉｎｇ）５０が設けられていてもよい。遮熱
層５０は、例えば、イットリウム安定化ジルコニア等のセラミックスによって構成され、
多孔質部４２よりも小さい気孔率を有する。遮熱層５０には、冷却ガスを流出させる冷却
ガス放出孔５２が形成されていてもよい。
【００５３】
　幾つかの実施形態では、図１４に示したように、本体部４０と多孔質部４２との間に接
着層（中間層）５４が設けられていてもよい。接着層５４は、本体部４０と多孔質部４２
とを接合するものであり、例えば、リン酸アルミニウムを焼成したものや、ＭＣｒＡｌＹ
合金からなる。ここで、ＭＣｒＡｌＹ合金のＭは、Ｎｉ、Ｃｏ及びＦｅよりなる群から選
ばれる一種又は二種以上を表す。ＭＣｒＡｌＹ合金は、一例として、Ｃｏ－３２Ｎｉ－２
１Ｃｒ－８Ａｌ－０．５Ｙで表される組成を有する。
【００５４】
　幾つかの実施形態では、図５～図１４に示したように、多孔質部４２は、少なくとも、
分割環２７の壁部２９の外面側（ガスパス側）に設けられる。
　幾つかの実施形態では、図１５～図１７に示したように、多孔質部４２は、少なくとも
、動翼１９の翼部２１の外面側（ガスパス側）に設けられる。
　幾つかの実施形態では、図１８に示したように、多孔質部４２は、少なくとも、静翼１
１の翼部１３の外面側（ガスパス側）に設けられる。
【００５５】
　上述した実施形態では、ガスタービン用高温部品１０としての動翼１９、静翼１１又は
分割環２７の少なくとも一部を本体部４０又は多孔質部４２が構成していたが、幾つかの
実施形態では、ガスタービン用高温部品１０は、図１に示したように、燃焼器５である。
この場合、本体部４０又は多孔質部４２は、燃焼器５の少なくとも一部、例えば燃焼筒又
は尾筒（トランジションピース）を構成する。
　上記構成によれば、ガスタービン用高温部品１０としての燃焼器５において、動翼１９
、静翼１１又は分割環２７と同様、本体部４０や多孔質部４２が局所的に過熱されたり、
冷却ガスの通過流量が局所的に過剰になることが防止される。
【００５６】
　本発明の少なくとも一実施形態に係るガスタービンの翼、即ち静翼１１又は動翼１９は
、図１７に示した動翼１９のように、翼部２１の少なくとも後縁部５６を構成し、冷却ガ
スが通過可能な多孔質部４２，５８を備えている。
　そして、多孔質部４２，５８は、翼部２１の内部から多孔質部５８を通じて翼部２１の
後縁から冷却ガスが流出するように、気孔率の分布を有する。
　より詳しくは、多孔質部（内側多孔質部）５８は、多孔質部（外側多孔質部）４２によ
って覆われており、多孔質部５８の気孔率は、多孔質部４２の気孔率よりも大きい。この
ため、冷却ガスは、多孔質部４２よりも多孔質部５８を通過し易く、多孔質部５８によっ
て、冷却ガスが翼部２１の後縁まで導かれる。一方、多孔質部４２の厚さは、後縁よりも
手前で冷却ガスが流出しないように、後縁部５６の上流側において厚くなっている。
【００５７】
　上記構成によれば、翼部２１の後縁部５６を多孔質部４２，５８によって構成し、多孔
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質部５８を通じて冷却ガスを流すことで、翼部２１の後縁部５６が薄肉であっても、翼部
２１の後縁から冷却ガスを排出することができる。この際、翼部２１の後縁から冷却ガス
が流出するように多孔質部４２，５８の気孔率に分布をもたせることで、冷却ガスが翼部
２１の後縁に到達する前に後縁部５６の背面側や腹面側から冷却ガスが全て流出すること
を防止することができ、後縁から冷却ガスを排出することができる。
【００５８】
　幾つかの実施形態では、図１８に示した静翼１１のように、内部空間４４は複数の分室
６０に区画され、各分室６０に並列に冷却ガスが供給される。そして、圧力差による分室
６０からの冷却ガスの流出量を、冷却ガス供給孔４６の数や断面積、或いは、多孔質部４
２の気孔率や厚さによって十分に制御できない場合に、分室６０への冷却ガスの流路に、
絞り６２が介挿される。
　上記構成によれば、絞り６２により、分室６０における冷却ガスの静圧を制御すること
ができ、特定の分室６０から多量の冷却ガスが流出することを防止することができる。
【００５９】
　図１９は、本発明の一実施形態に係るガスタービン用高温部品１０に適用される多孔質
部の製造方法の手順の一例を概略的に示すフローチャートである。
【００６０】
　多孔質部の製造方法は、図１９に示したように、スラリ用意工程Ｓ１と、集合体用意工
程Ｓ３と、スラリ付与工程Ｓ５と、乾燥工程Ｓ７と、加熱工程Ｓ９とを備えている。
　スラリ用意工程Ｓ１では、スラリの原材料として、溶媒としての水、例えば蒸留水又は
脱イオン水と、セラミックス粉末と、気孔生成用粉末と、必要に応じて分散剤と、必要に
応じて結着剤とが用意される。そして、原材料が撹拌混合され、スラリが用意される。
　セラミックス粉末は、例えば、ＳｉＣ、Ｓｉ３Ｎ４、βＳｉＡｌＯＮ、ＡｌＮ、ＴｉＢ

２、ＢＮ、及び、ＷＣ等からなる群から選択される一種以上又はその原材料を含む粉末で
ある。
　気孔生成用粉末は、例えば、有機材料、カーボン及び黒鉛等からなる群より選択される
一種以上を含む粉末である。有機材料の粉末は、例えば、アクリル系、スチレン系又はポ
リエチレン系等の高分子粉末である。
　分散剤は、例えば、ポリカルボン酸アンモニウム塩、ポリカルボン酸ナトリウム塩、ポ
リリン酸アミノアルコール中和品、ナフタレンスルホン酸アンモニウム塩、ポリカルボン
酸アルキルアミン塩、非イオン系界面活性剤、及び、カチオン系界面活性剤等からなる群
より選択される一種以上を含む。
　結着剤は、例えば、ポリビニルアルコール樹脂、アクリル樹脂、及びパラフィンからな
る群より選択される一種以上を含む。
【００６１】
　集合体用意工程Ｓ３では、セラミックス繊維の集合体が用意される。セラミックス繊維
の集合体は、セラミックス繊維の束や織物である。セラミックス繊維は、例えば、ＳｉＣ
、ＳｉＴｉＣＯ、ＳｉＺｒＣＯ、ＳｉＡｌＣＯ、及び、Ｓｉ３Ｎ４等からなる群より選択
される一種以上又はその原材料を含む。
【００６２】
　スラリ付与工程Ｓ５では、セラミックス繊維の集合体にスラリが付与される。この際、
セラミックス繊維の隙間にスラリが浸透するように、セラミックス繊維の集合体にスラリ
が付与される。
　例えば、スラリ付与工程Ｓ５では、セラミックス繊維の集合体が、大気圧よりも低圧下
にてスラリに浸漬される。あるいは、セラミックス繊維の集合体に対し、スラリを塗布し
た後、ローラがけすることによって、スラリが付与される。
【００６３】
　乾燥工程Ｓ７では、セラミックス繊維の集合体に付与されたスラリが例えば１２０℃の
雰囲気中で乾燥させられ、グリーン体（中間体）が形成される。
　加熱工程Ｓ９では、グリーン体が例えば１２００℃の還元雰囲気下で加熱され、セラミ
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ックス粉末が焼結させられるとともに、気孔生成用粉末が消失させられる。
【００６４】
　上述した多孔質部の製造方法によれば、スラリ用意工程Ｓ１でスラリ中に気孔生成用粉
末を混合し、加熱工程Ｓ９で気孔生成用粉末を消失させることで、多孔質部内に、気孔生
成用粉末に対応する気孔を生成することができる。
　また、上述した多孔質部の製造方法によれば、スラリに添加する気孔生成用粉末の量を
調整することにより、気孔率を制御することができる。
【００６５】
　図２０は、スラリ付与工程Ｓ５の一例を説明するための概略的な斜視図である。図２１
は、スラリ付与工程Ｓ５の一例を説明するための概略的な平面図である。
　幾つかの実施形態では、図２０に示したように、複数のディスペンサ６４を用いてセラ
ミックス繊維の織物６６に対し、スラリ６８が並列に付与される。この際、複数のディス
ペンサ６４によって、気孔生成用粉末の含有量が相互に異なるスラリ６８を並列に付与す
る。
　そして、図２１に示したように、スラリ６８の延在方向に沿ってローラ７０をかけ、ス
ラリ６８を織物６６に浸透させる。
　上記構成によれば、気孔生成用粉末の含有量が異なるスラリ６８を並列に付与し、スラ
リ６８の延在方向に沿ってローラ７０をかけることにより、スラリ６８の延在方向と直交
する方向にて、気孔率が段階的に変化する多孔質部を製造可能である。
　一方、スラリ６８の延在方向と直交する方向に沿ってローラ７０をかければ、気孔率の
変化が滑らかな多孔質部を製造可能である。
【００６６】
　なお、図２１に示したように、多孔質部４２の厚さに応じて、複数の織物６６を重ねて
もよい。この場合、１つの織物６６に対してディスペンサ６４によりスラリ６８を付与し
、ローラ７０をかけ、次の織物６６を重ね、スラリ６８を付与し、ローラ７０をかける、
という作業を繰り返してもよい。或いは、１つの織物６６に対してディスペンサ６４によ
りスラリ６８を付与し、次の織物６６を重ね、スラリ６８を付与する、という作業を繰り
返し、最後に一括してローラ７０をかけてもよい。
【００６７】
　図２２は、集合体用意工程Ｓ３で用意された複数の織物６６を示す概略的な斜視図であ
る。幾つかの実施形態では、異なる大きさの複数の織物６６が用意され、相互に重ね合わ
せられる。
　上記構成によれば、簡単な構成にて、熱負荷や圧力差に応じて、多孔質部４２の厚さを
変化させることができる。
【００６８】
　本発明は上述した実施形態に限定されることはなく、上述した実施形態に変更を加えた
形態や、これらの形態を組み合わせた形態を含む。
　特に、ガスタービン用高温部品１０として、分割環２７を中心に説明したが、分割環２
７について説明した構成を、燃焼器５、静翼１１及び動翼１９にも適用可能であり、静翼
１１について説明した構成を、燃焼器５、動翼１９及び分割環２７にも適用可能であり、
動翼１９について説明した構成を、燃焼器５、静翼１１及び分割環２７にも適用可能であ
る。
　また、ガスタービン用高温部品１０とは、燃焼ガスの影響により、少なくとも一部が例
えば８００℃以上の温度まで加熱される部品であり、上述した燃焼器５、静翼１１、動翼
１９、及び、分割環２７に限定されることはない。
　更に、スラリ付与工程Ｓ５で織物６６に対し付与するスラリ６８のパターンは、図２０
及び図２１に示したように並列に限定されることはなく、熱負荷や圧力差の分布に応じて
適宜選択可能である。
【符号の説明】
【００６９】
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１　　　　　　　　　ガスタービン
３　　　　　　　　　圧縮機
５　　　　　　　　　燃焼器
７　　　　　　　　　タービン
９　　　　　　　　　回転軸
１０　　　　　　　　ガスタービン用高温部品
１１　　　　　　　　静翼
１２　　　　　　　　ハウジング
１３　　　　　　　　翼部
１５，１７　　　　　プラットホーム
１９　　　　　　　　動翼
２１　　　　　　　　翼部
２３　　　　　　　　プラットホーム
２５　　　　　　　　翼根部
２７　　　　　　　　分割環
２９　　　　　　　　壁部
３１，３３　　　　　係合部
４０　　　　　　　　本体部
４２，４２ａ～４２ｅ　　多孔質部
４４　　　　　　　　内部空間
４６　　　　　　　　冷却ガス供給孔
４８　　　　　　　　空洞
５０　　　　　　　　遮熱層
５２　　　　　　　　冷却ガス放出孔
５４　　　　　　　　接着層
５６　　　　　　　　後縁部
５８　　　　　　　　多孔質部
６０　　　　　　　　分室
６２　　　　　　　　絞り
６４　　　　　　　　ディスペンサ
６６　　　　　　　　セラミックス繊維の織物
６８　　　　　　　　スラリ
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